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悩んでいませんか？

作業療法って

なに？

本日の柱はこれ！ 作業療法の核を問うの歴史

第9回日本作業療法学会（1975年）
シンポジウム「私の考えるOT」

第20回日本作業療法学会（1986年）
シンポジウム「作業療法・その核を問う」

第21回日本作業療法学会（1987年）
シンポジウム「作業療法・その核を問う-Ⅱ-」

第23回日本作業療法学会（1989年）
シンポジウム「再び作業療法の核を問う」

作業療法の核を問う 序文 日本作業療法士協会 矢谷令子

その歴史を古代エジプト文明にさかのぼり，その未来を人間の生ある限り，
迎える日々に託す，この「作業療法」という医療専門職を

私たちは私たちの職業として選んだ．（中略）
作業療法の悩みとは何か，またその理由は何か，というこの問題を

作業療法士自身が避けて通れるはずはない．
諸外国における，先人の歩んだ道を

私たち，日本の作業療法士も歩み，自分達で選んだ，この専門職を
心から良しとすることができるように，誇り高く愛する事の出来るように，
そのために私たちはあえて「作業療法の核」の探求に挑戦してきた．

え？エジプト？？

1 2

3 4

5 6



2021/4/10

2

その起源は人類文化の発端である古代エジプト時代に,

人が考え, 手を使い, 行動した,

ということに遡るといわれている。

国立療養所東京病院附属
リハビリテーション学院

矢谷令子
第23回日本作業療法学会 学会誌1989年

でも，作業療法ってなに？

だから
私たちもその核の追求に挑戦しようではないか！

まずは
第9回日本作業療法学会（1975年）
シンポジウム「私の考えるOT」のテーマに挑戦！

皆さんの考えるOTとは？学生時代の考察

1975年に先人たちは，皆さんが学生だった頃のOTって何？と
同じように悩まされていたんだと思います．

1975年の先人の気持ちで，学生時代の自分を参考に
自分たちの考えるOTとは何？をまとめてください

ディスカッション10分

みなさん
学生時代にOTを説明するとき

どのように説明していましたか？

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会

第9回日本作業療法学会（1975年）

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会
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1975年のOTたちは

・作業を使うことがOTです
・心と体を一体化して診ないといけない
・社会的，心身の痛みの軽減がOT
・ACTで効果を出す
・実生活の中の作業がOT
・社会心理学が必要

という見解を持っていたようですね

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会

同じく1975年のOTたちは

・OTの臨床・制度の整備！が必要！
・もっと考えをフリーにしよう（固すぎる？）
・学問体系が整っていない！
・PTの様な仕事をしている（これもありか？）

という課題も持っていたようですね

ここで注目してもらいたいことが

作業を使うことがOTで
心と体を一体化して診て

社会的，心身の痛みの軽減がOT
ACTを実生活で使って効果を出す

PTの様な仕事をしている（これもありか？）

といった，The・作業療法という発言と

といった，１つの見解が顔を出しました

1986年の核を問うの問題提起では

作業療法の最終目標は何か？
どうやってそこに導くのか？

第20回日本作業療法学会（1986年）
シンポジウム「作業療法・その核を問う」

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会

皆さんの考えるOTの最終目標とは？
最終目標にどうやって導く？

1986年に先人たちは，作業療法の核を求めて
OTが導くクライエントの最終目標はどこか？

そしてどのように導いているのか？を話し合いました
皆さんの意見をまとめてください
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ディスカッション10分

みなさん
OTが導くCLの最終目標はどこですか？

どのように導いていますか？

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会

癒すために作業を使い

人をしあわせにする！
これが最終目標

以上を踏まえて作業療法の核

ずばり！
作業療法の核はなに？

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会

人をしあわせにする方法としては
機能訓練，感覚統合，支持的療法
ADL，自助具，福祉用具などを提供

そうして出現した大きな問題

機能訓練関係で背景としている
神経発達的アプローチ系は
理学療法と重複している！

遊び，ADL，家族指導も他職種と重複！

OTのアイデンティティーが！
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第23回日本作業療法学会（1989年）
シンポジウム「再び作業療法の核を問う」

アイデンティティーの問題は
他職種とオーバーラップする
機能訓練によるものである

皆さんの考える作業への介入！
そこまでの機能がない場合どうしている？

1989年に先人たちは，作業療法の核を求めて
作業を治療手段とすることでは一致！

しかし！作業がまだできない状態の場合の
準備段階としての機能訓練の扱いに

悩んでいました！！

ディスカッション10分

みなさん
OTとして機能訓練を専門性の観点から

どう扱いますか？専門？専門外？

作業療法は作業や活動を用いて人を癒し
人の幸せを追求すると定義したとして！

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会

アメリカで調査すると

OTの28％は手工芸をしていなかった
OTの51％は20％未満の手工芸使用率

その51％はADLと運動療法ばっかり

OTの逸脱と表現

逸脱の原因は
「だって，手工芸できるレベルにないんだもん」
だから作業への「準備」として運動療法してる

作業療法の核を問う 日本作業療法士協会
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そしていつの間にか

前段階？
準備？

大事かも

全部の時間が準備という名の
機能訓練だけになるOT出現

それが作業療法と思う様になる

ここまでで日本の議論はおしまいです

作業療法の核は

作業 ですが

機能訓練の扱いに困っています

あれは大事なのだろうけど，作業療法なのか？

そこでWFOT WFOTによるOTとは？

作業療法はクライエント中心であり、
作業に焦点を当てたものである。

人々の主観的な参加の経験に価値を置き、
人々の知識、希望、夢、自律性に敬意を払う

クライエント中心＝トップダウン
作業に焦点＝OBP
主観的な＝心理学
自律性＝作業行動

さて機能訓練は？

【要約】機能主導から作業主導に移行したが
多くの実践家は機能主導に留まる事を選んだ。
この機能訓練はOT実践の中に位置づけられる
かもしれないが、作業療法の周辺知識・技術で

あり、作業療法実践の中核ではない

WFOTは機能訓練の位置づけを
OTの周辺知識で、中核でないとしている

まとめ

第9回日本作業療法学会（1975年）
シンポジウム「私の考えるOT」
⇒ACTを実生活で使って効果を出す！

第20回日本作業療法学会（1986年）
シンポジウム「作業療法・その核を問う」

第21回日本作業療法学会（1987年）
シンポジウム「作業療法・その核を問う-Ⅱ-」
⇒作業や活動を用いて人を癒す！核は作業！

第23回日本作業療法学会（1989年）
シンポジウム「再び作業療法の核を問う」
⇒準備という名の機能訓練だけになるOT出現

WFOT声明文（2016年 吉川ひろみ訳）
⇒機能訓練は周辺知識でOTの中核ではない
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まとめ

作業療法の核は

作業 です

機能回復に特化した
〇〇療法 〇〇セラピー は

作業に導くための「準備」であり
OTの中核ではないため

全部の時間機能回復訓練に
費やすのは，OTの本流ではない
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